
活動内容と成果
今年の一番の目標は、多くの高大生にSDGs実現の
ためのアクションプランづくりに関わってもらうこ
とであったので、初回のイベントで100人を超える
高大生が集まった点は一定の成果である。SDGs認
知度が、72％あったこともわかった。実際の活動に
も、50人の高大生が参加し、空きスペースを活用し
た高大生の居場所や、川の上流からゴミを流さない
ためのゴミ拾い活動など七つのアクションプランが
誕生した。最終報告会には、高校の校長先生や教育
委員会、NPO、企業の方にも参加いただき、高大生の
取組みを周知できた。

活動内容と成果
二つのコミュニティを対象に、下痢症予防のための
感染ルート遮断につながる衛生行動を考えるワーク
ショップを開いた。続いて開いた、衛生行動に必要な
設備に関するワークショップで、コミュニティでで
きる設備の改善・導入・維持について議論した。これ
らの参加型啓発活動の結果を受け、設備を整備する
とともに、形成されたコミュニティ組織を中心に、衛
生環境を持続していくためのルールづくりを行っ
た。さらに、衛生行動の変化、トイレの清潔さの変化
等について、アンケート調査やコミュニティ組織と
ともにモニタリングを続けている。

課　題
環境活動を含む地域活動の担い手の高齢化と、持続
可能なまちづくりへの若年層の意識の低下。

目　標
長野県内の高大生が自然環境や長野の将来などを自
らの課題として捉え行動を起こし、様々な方と関わ
りながら、複数の課題を自分たちなりの方法で解決
している状態。

課　題
都市貧困層コミュニティの衛生設備は、糞便による
汚染リスクにさらされているが、感染ルートを断ち
切るため、人々の行動変容並びに必要な設備の改善
が求められている。

目　標
啓発活動により、下痢症リスク認知の向上を図り、共
同トイレ改善意思を形成し、必要な共同利用設備を
住民参加のもとで設置し、共同で管理できる組織の
形成を目指す。
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アクションプラン
参加者（高大生） 50 人

コミュニティからの
活動協力者 19 人

最終報告会参加者数 121 人

トイレ後の石鹸での
手洗い習慣化 76 ％

今年度計画の達成度 90 ％
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■苦労した点
複数の学校を越えて課外活動をして
いるため、活動の擦りあわせ調整に
時間を要した。

■工夫した点
広報発信や、イベント企画を高大生
主体で考えてもらった点。アクショ
ンを考える際に、街歩きを通して地
域と関わりを持った点。

■苦労した点
食事の用意から排便までトイレ周り
で行われており、衛生環境改善のた
め、飲み水用の深井戸を他の場所に
掘ることにした。

■工夫した点
壊れて使用されていなかったトイレ
周りの水供給設備を改修するなど、
既存の設備を活用して衛生環境改善
を図った。

複数の学校の学生が集まりやすく、市民や企業の方にも気軽に参加してもらえる
ように長野市街地に活動拠点を設ける。2年目には高大生の活動を応援していく体
制作り（活動をサポートする会員制度、寄付募集）を行う。

設備を整備するだけでなく、管理組織を整え、利用者がルールを順守し、設備の更
新期に外部に頼らずに、コミュニティの衛生環境が自立的に持続されていくため
の仕組みを機能させていくことを強調していきたい。
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